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伊
賀
市
が
「
来
た
い
・
住
み
た
い
・
住
み

続
け
た
い
」
と
思
う
ま
ち
に
な
る
た
め
に
は

何
が
必
要
で
す
か
？

　

「
伊
賀
市
を
も
っ
と
好
き
な
ま
ち
に
し
た

い
！
」「
伊
賀
市
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
参
加
し
て

み
た
い
！
」「
同
世
代
の
人
た
ち
と
意
見
交

換
し
た
り
、
一
緒
に
活
動
し
て
み
た
い
！
」

皆
さ
ん
の
そ
ん
な
思
い
を
行
動
に
、
そ
し
て

カ
タ
チ
に
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
気
軽
に

集
ま
り
、
楽
し
く
活
動
で
き
る
「
伊
賀
市
若

者
会
議
」
を
発
足
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
若
い
力
で
伊
賀
市
の
ミ
ラ
イ

を
創
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

　

「
伊
賀
が
好
き
」「
地
元
の
た
め
に
何
か
や

り
た
い
」「
同
世
代
の
人
た
ち
と
交
流
し
た

い
」
と
い
う
考
え
を
持
っ
た
若
者
の
皆
さ
ん

で
構
成
さ
れ
る
活
動
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

活
動
は
、
平
日
ま
た

は
土
日
、
日
中
の
イ
ベ

ン
ト
や
夜
の
会
議
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

お
お
む
ね
月
１
回
程

度
で
、
可
能
な
範
囲
で

参
加
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

　
　

市
が
実
施
す
る
都

市
圏
で
の
忍
者
市
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

に
メ
ン
バ
ー
の
代
表

が
同
行
し
、
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
画
や
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を

行
い
ま
す
。

②
イ
ベ
ン
ト
企
画

　
　

市
が
年
２
回
開
催

す
る
、
市
民
参
加
型

イ
ベ
ン
ト
「
ま
ち
づ

く
り
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー

ブ
ル
」
の
企
画
に
協

力
し
ま
す
。

③
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
育
成
事
業
へ
の
参
画

　
　

市
内
の
県
立
高
校
が
、
市
と
連
携
し
取

り
組
ん
で
い
る
「
Ｉ

Ｇ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
育
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
」
に
参
加
し
、
地

域
活
性
化
に
つ
な
が

る
ア
イ
デ
ア
を
高
校

生
と
一
緒
に
検
討
し

ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
活
動
の
一
例
で
す
。
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
要
件

　

申
し
込
み
時
点
で
、

年
齢
が
18
歳
以
上
（
高

校
生
を
除
く
。）
35
歳

以
下
で
、
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
人
、
ま
た

は
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る

市
外
に
お
住
ま
い
の
人

※
外
国
籍
の
人
は
、
日
本
語
を
読
み
書
き
話

す
こ
と
が
で
き
る
人
に
限
り
ま
す
。

※
未
成
年
の
場
合
は
保
護
者
の
承
諾
が
必

要
で
す
。　

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
任
期
（
活
動
期
間
）

　

２
０
２
０
年
３
月
31
日
㈰
ま
で

③
支
給
等

　

参
加
１
日
あ
た
り
２
，
０
０
０
円
～
３
，

０
０
０
円
程
度
（
交
通
費
・
駐
車
場
代
な
ど
）

を
お
渡
し
し
ま
す
。

※
開
催
日
時
や
活
動
時
間
に
応
じ
て
変
動

し
ま
す
。

※
市
外
で
の
活
動
は
交
通
費
を
全
額
支
給

し
ま
す
。（
市
規
定
に
よ
る
。）

④
募
集
期
間

　

８
月
31
日
㈮
ま
で

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
年
齢
・
性
別
・

地
域
な
ど
を
考
慮
し
て
選
考
し
ま
す
。

※
選
考
の
結
果
は
、
９
月
上
旬
に
応
募
者
全

員
に
連
絡
し
ま
す
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
直
接
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

②
そ
の
他

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

総
合
政
策
課
へ
Ｅ
メ
ー
ル
・
郵
送
・
持
参

の
い
ず
れ
か
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
応
募
用
紙
な
ど
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
総
合
政
策

課
窓
口
で
直
接
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　

〒
５
１
８
・
８
５
０
１

　

伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
６
番
地

　

伊
賀
市
企
画
振
興
部
総
合
政
策
課

　

☎
22
・
９
６
２
３

　

ＦＡＸ
22
・
９
６
７
２

～
伊
賀
市
の
ミ
ラ
イ
を
担
う
の
は
あ
な
た
～

　
「
伊
賀
市
若
者
会
議
（
仮
称
）
」
　
第
１
期
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す

伊
賀
市
若
者
会
議

内　

容

応
募
概
要

応
募
方
法

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
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お
知
ら
せ
拡
大
版

お
知
ら
せ

募
　
集

子
育
て
支
援
・
無
料
相
談

催
　
し

伊賀・山城南定住自立圏～水と歴史でつながる圏域～

菜の花（ナタネ）の栽培をしてみませんか

◆ 取り組みを紹介します

◆ 菜の花の種子を配布します

【問い合わせ】総合政策課

　☎ 22-9620　ＦＡＸ 22-9672

【問い合わせ】農林振興課

　☎ 43-2302　ＦＡＸ 43-2313

　同じ生活圏域の市町村が連携して、

医療・産業振興・公共交通などを圏域

全体で確保し、住民の定住につなげる

ための取り組みとして、2016（平成

28）年 10月に伊賀市・京都府笠置町・

南山城村の３市町村により「伊賀・山

城南定住自立圏」を形成しました。昨年６月には「共

生ビジョン」を策定し、連携事業に取り組んでいます。

　この１年間の主な取り組みについて紹介します。

◆「救急・健康相談ダイヤル 24」を圏域に拡大

　昨年 11月から対象エリアを圏域全体に拡大しまし

た。これにより安心できる医療体制を提供し、救急医

療の適正利用を促進します。

◆スポーツ交流事業を開催

　スポーツ少年団ミニ駅伝大会を圏域で開催し、選手

同士が交流・親睦を深めました。今後もスポーツイベン

トを通して、圏域住民の交流の機会を作っていきます。

◆相互応援協定の締結

　１月に伊賀市消防団と笠置町消防団が消防相互応援

協定を締結しました。相互に連携・協力することで、

災害時の対応を迅速に行い、被害の軽減に努めます。

※南山城村消防団とは平成 18年９月に協定締結して

います。

　今後も３市町村で連携した取り組みを進め、住み続

けたい、魅力ある圏域をめざしていきます。

　市では、環境にやさしい農業の実践と資源循環型社

会の構築をめざし菜の花プロジェクトを推進していま

す。また、このプロジェクトから生まれた伊賀産菜種

油に「七
な

の
の

花
はな

」と名前をつけて地域の特産物としてい

ます。

　菜の花の栽培面積を拡大し、遊休農地などを解消す

るため、希望者に搾油用・景観用の菜の花の種子を配

布します。

　菜の花の栽培方法について、詳しくはお問い合わせ

ください。

【配布時期】　９月３日㈪～ 10月 12日㈮

【申込方法】　「平成 30年度秋播きナタネ配布申請書」

に播種予定ほ場の地名・地番・面積を記入し、位置図

を添付して持参または郵送してください。

　申請書は農林振興課にあります。また、市ホームペー

ジからもダウンロードできます。

【申込期限】　9月 28日㈮

【申込先】　〒 518-1395　伊賀市馬場 1128 番地　

　伊賀市産業振興部農林振興課

菜の花プロジェクト

　地域内に資源循環の輪を創ることで地域の活性化を

めざす活動です。

　資源循環の仕組みは、次のとおりです。

①菜の花を栽培する。

②菜種油を生産する。（地産地消、地域の特産物）

③使い終わった油（廃食油）を原料にしてバイオディー

ゼル燃料を製造する。

④燃料を農業機械などに利用して、菜の花を栽培する。

○菜の花（ナタネ）栽培の概要

　10 月中旬までに種をまきます。搾油用に栽培

する場合は、事前に十分な施肥が必要です。また、

湿気を嫌うので水田で栽培する場合は排水対策が

必要です。播種と同時期に除草剤を使用すること

をお勧めします。殺虫、殺菌剤などは必要ありま

せん。その後、２月下旬に窒素が不足気味であれ

ば追肥をします。開花時期は４月中旬から５月中

旬までで、その間美しい景観が楽しめます。ナタ

ネの収穫は６月中旬以降ですが、ご自身で収穫作

業ができない場合や収穫後の活用についてはご相

談ください。

▲スポーツ少年団ミニ駅伝大会の様子


